
長期貸出のお知らせ

いよいよ、待ちに待った夏休みになります。図書館で

は、７月２５日（火）まで開館しています。

開館時間は、１２：４５～１３：２０と

放課後～１６：４５ です。

長期貸し出しなので、一人

１０冊まで借りられます。

返却は８月２５日（金）

までです。この機会にぜひ

利用してください。

読書感想文の書き方

宮川俊彦という国語作文教育の先生は次のような書き

方を推奨していました。参考になるかも知れません。

１ . 本の中から《テーマ》をさがそう。「これについて
書いてみよう」と決める。

２ . きみの《意見》を書こう。「私はこう思う」と自分
が思っていることを書く。この意見は短くていい。一

行だっていい。

３ .「なぜなら」と書いて《理由》を説明しよう。どう
してそう思ったのかを説明する。

４ .「たとえば」と書いて、実際の《例》をあげよう。
これは、ひとつだけじゃなくて、いくつかあったほう

がいい。そのほうが説得力がある。こんなことがあっ

た。こんなこともあった……、というように、たくさ

んあげてみよう。

５ .「もしも」と書いて、考えを次々に《展開・吟味》
しよう。こんなふうにしてみたら、こうしてみたら…

…、と見方や考え方を広げたり変えたりしていく。

６ .「だから」と書いて、きみの結論を《まとめ》よう。

図 書 館
夏とウナギ

最近は毎日とても暑くて、本格的に夏到来と言った所

ですね。夏バテや熱中症対策にすることは人によって様

々だと思います。

さて、１７７２年頃から日本で暑い時期を乗り切るた

めに栄養価の高いウナギを食べるという習慣が続いてい

ます。

ウナギを夏に食べる土用の丑の日の由来は一般的に、

平賀源内が発案したというものが通説です。商売が上手

くいかないウナギ屋が源内にどうすれば売れるかと相談

をしに行った所源内が『本日丑の日』と書いた紙を店先

に貼るように勧め、言われたとおりにしてみるとそのウ

ナギ屋は大変繁盛したそうです。そこから他店が真似を

して、どんどん定着していったそうです。

ウナギ料理には様々なものがあり、例えばシンプルで

かつとてもポピュラー、タレが美味しく王道を往く蒲焼

き。お茶漬けのようにすることで味の変化を楽しめるひ

つまぶし等です。

ウナギというものは中々値段が高く、家庭の食卓に並

んだり、外食に行ったりするこ

とも少ないと思います。幸いス

ーパーマーケットやコンビニエ

ンスストアで安く買えますので

この機会に食べてみてはいかが

でしょうか。

今年の土用の丑の日は、７月

２５日と８月６日です。この夏

はとても暑いと言われてますが

頑張って暑さを乗り切りましょ

う。ただ、夏バテ防止の為にウ

ナギを食べるのは医学的根拠に

乏しいとされ根拠はあまり無い

らしいですが…。
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キャベツという愛猫と一緒に生活している主人公。

彼に脳腫瘍が見つかり、余命があと数日と宣告された。

玄関を開けるとそこには自分そっくりなアロハシャツを

着た悪魔が……。

「寿命を延ばしたい

か？？」

「なにか世界からも

のを消したら延ばし

てやる！」

その悪魔の言葉の通

り、彼は世界から一

つものを消すのと
引き替えに寿命を一

日ずつ延ばしていっ

た。

しかし、彼はものを消していくたびにそのものの大

切さに気づき始めた。ものを消すことに対し、抵抗感
を覚え始めたとき、

悪魔は僕に言った。

「猫を消したらど

うだ？」彼の選択と

は……。

読書感想文用の図

書の候補の一冊にい

かがでしょうか？




